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取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　より多くの人々に障害者ス
ポーツを知ってもらうよう、普及
啓発に取り組むとともに、障害
者が安全・安心にスポーツに参
加できる環境を整備していきま
す。

スポーツ振興課
障害福祉課

各種障害者対象事業は行ってい
るが、多くの人に障害者スポー
ツを知ってもらう普及啓発とい
う点において、有効な施策を見
いだせていない現状がある。

　2025年デフリンピック大会に
おけるテコンドー競技の開催会
場として中野区立総合体育館を
使用するための、東京都、競技
統括組織と連絡、調整を行った。

自己評価： ○

５６．７％
（２０２０年度）

57.1% 60%

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

データ出典 健康福祉に関する意識調査

実績把握頻度 計画策定前年度（３年ごと）

主な取組

■魅力あるスポーツ・健康づくり事業の提供　（計画冊子ページ：P70）

自己評価： ○　年齢や性別、障害の有無等に
かかわらず取り組むことができ
るユニバーサルスポーツを推進
し、スポーツを通じ、お互いの個
性が尊重される社会の実現を目
指します。

スポーツ振興課
障害福祉課

より多くの区民が体験会等を通
じ、ユニバーサルスポーツに取り
組めるよう、施策を検討する必
要がある。

　モルックの体験会の体験会を
区立スポーツ施設で新たに開催
するなど、ユニバーサルスポーツ
の普及啓発に取り組んだ。

自己評価： ○

自己評価： ○

■障害者スポーツの推進　（計画冊子ページ：P70）

　トップアスリート等との連携や
文化活動等と組み合わせた参加
の機会の提供により、運動・ス
ポーツ無関心層へアプローチし
ます。

スポーツ振興課

総合体育館について、入場料を
徴収する場合の利用料金設定を
進め、プロスポーツチーム等が
有観客にて試合等を行える環境
の整備を進める。

中学校の部活動生徒を対象に、
Bリーグ、アルバルク東京の選手
によるバスケットクリニックを開
催した。

　運動・スポーツ習慣の確立のた
めに、自宅でできるトレーニング
や、身近な地域でのウォーキン
グ等、日常的に手軽に取り組め
るメニューを提供していきます。

スポーツ振興課

現状の取り組みについて、メ
ニュー等をより豊富に提供でき
るよう、検討を進めていく。スポーツ施設ホームページにて、

自宅でできる運動等の動画配信
を継続的に行っている。

自己評価： ○　すべての区民が生涯にわたっ
て運動・スポーツを無理なく楽し
く続けられるよう、年代、健康状
態、ライフスタイルなどに応じた
様々な運動機会を提供します。

スポーツ振興課

成果指標において数値の低い２
０～３０歳代以下および７０歳代
以上への取組を検討していく必
要がある。

　健康運動指導士による運動に
ついての相談やプラグラム作成
を実施し、区民それぞれに合わ
せた運動やスポーツを提案し
た。

成果指標　１日３０分以上の連続した運動を週１～２回以上行っている区民の割合

計画策定時 2022年度実績 2025年度目標

施策の方向性

・年齢や性別、障害の有無等にかかわらず、誰もが安全に、安心してスポーツ・健康づくり活動に取り組める機
会や環境を整えます。
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会のレガシーとして、障害者スポーツやユニバーサルスポーツ
を推進し、スポーツを通じ、お互いの個性が尊重される社会の実現を目指します。

計画名称 スポーツ・健康づくり推進計画

施策 誰でもスポーツ・健康づくり活動に取り組める環境の整備

目指すべき状態
区内各所でライフスタイルや目的に応じた様々なスポーツや健康づくりの機会が提供され、区民が日常的に、
それぞれの関心や適性に応じた活動に取り組んでいます。
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取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　東京２０２０オリンピック・パラ
リンピック競技大会の開催によ
り高まった区民のスポーツに対
する興味や関心を低下させない
よう、区立総合体育館が公式練
習会場となる卓球や、認知度が
高まったパラリンピック種目を
活用したスポーツ事業を、大会
レガシーとして展開していきま
す。

スポーツ振興課

パラリンピック競技であるボッ
チャ等のユニバーサルスポーツ
について、より継続的に興味や
関心が集まるよう、施策を検討
していく。

　東京２０２０大会一周年記念事
業として、スポーツ推進委員と
協力し、ボッチャのイベントを開
催した。イベントではパラスポー
ツのパネルや用具の展示なども
行った。

自己評価： ○

■安全・安心にスポーツに取り組める環境の整備　（計画冊子ページ：P70）

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　スポーツ事業の運営において、
事故や怪我のリスクの軽減や予
防、熱中症や感染症の対策に取
り組むとともに、区内スポーツ
団体や区民との情報共有、正確
な知識の普及啓発等に取り組み
ます。

スポーツ振興課

引き続き事故や怪我等の予防に
ついて普及啓発に取り組んでい
く。各スポーツ事業において、保険

加入の徹底や熱中症対策として
空調設備の使用を行っている
他、学校開放利用団体に対して
感染症対策についての案内等を
行っている。

■オリンピック・パラリンピックレガシーを活用したスポーツ気運の醸成　（計画冊子ページ：P70）
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■多世代、多種目、多志向に対応したスポーツ・健康づくり活動の機会の提供　（計画冊子ページ：P71）

２，９２９団体
（２０２０年度）

２，９６８団体 ３，２５０団体

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

主な取組

■会員により自主的、自立的に運営される地域スポーツクラブの育成　（計画冊子ページ：P71）

■地域スポーツクラブを中心としたコミュニティ形成の推進　（計画冊子ページ：P71）

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

運動を行うだけでなく、より参
加者同士の交流を促すような取
り組みを各事業において検討し
ていく必要がある。

　年齢やレベルに合わせた各種
スポーツ教室を実施したほか、
小中学生を対象に英語で指導す
るバスケ教室といった、スポー
ツを通じ新たなコミュニケーショ
ン方法を学ぶ事業を実施した。

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

　子どもから高齢者まで幅広い
世代が、それぞれの志向やレベ
ルに合わせて、様々なスポーツ
や健康づくりに参加できる機会
を提供します。また、新たな交流
をきっかけとして、お互いを認
め合う多様性への理解を深めて
いきます。

スポーツ振興課

今後の課題

今後の課題

　地域スポーツクラブが、多様な
特色や魅力を持ち、幅広い事業
を展開できるよう支援を行いま
す。クラブ運営や事業の企画等
を通じ、地域交流を活性化さ
せ、新たなコミュニティが形成さ
れることを目指します。

スポーツ振興課

地域スポーツクラブヘの継続的
な活動支援と、自立へ向けての
支援や取り組みを両立させる必
要がある。

　地区まつりにおいて、地域ス
ポーツクラブの公認クラブがス
ポーツ教室等を実施し、スポー
ツによる地域交流の活性化に取
り組んだ。

　地域スポーツクラブの公認ク
ラブが、令和４年度に２団体増え
１０団体となり、各クラブが特色
を活かした区民向けの教室や大
会等を実施した。

データ出典 中野区資料

実績把握頻度 毎年度

自己評価： ○　会員が中心となって主体的に
運営される総合型地域スポーツ
クラブを目指し、人材の育成や
活動場所の確保、クラブの支援
に取り組み、クラブのマネジメン
ト機能を高めていきます。

スポーツ振興課

自主性を向上、参加へのハード
ルの高さ、活動場所の拡大が主
な課題となる。

施策の方向性 スポーツ・健康づくり活動を通じた区民同士の交流や地域コミュニティの形成を進めます。

成果指標　スポーツ活動をする団体数

計画策定時 2022年度実績 2025年度目標

計画名称 スポーツ・健康づくり推進計画

施策 スポーツ・健康づくり活動を通じたコミュニティの形成

目指すべき状態
区民が主体的に地域スポーツクラブの運営や事業の企画に参加することで、スポーツ・健康づくり活動を通じ
た地域交流が活性化し、新たなコミュニティが形成されています。
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自己評価： ○　保育施設や幼稚園等におい
て、中野区の子どもの実態調査
に基づき独自に策定した「中野
区運動遊びプログラム」等の取
組を進め、発達に応じた運動を
取り入れることで、身体を動か
すことが好きな乳幼児を育みま
す。

指導室

身体を動かすことが好きな乳幼
児が、小学校へ入学してからも
身体を動かす楽しさ・心地よさ
を味わい引き続き運動が好きな
子どもに育っていくため、乳幼
児ではどのような取組をすす
め、小学校ではどのような取組
が行われているのか具体的に連
携して取り組みが進められるよ
う検討していく。

合同研究運動遊び部会を年間5
回開催し、さまざまな教育・保育
施設から参加した。「中野区運動
遊びプログラム」等を基にし、子
どもの姿に添った研究を深め、
自園の保育に活かすとともに、
資料は全園に供覧され保育の参
考に使用されている。

　区内小・中学校において、体力
向上プログラムに基づく指導の
充実を図り、運動能力の到達目
標（中野スタンダード）の達成を
目指します。

指導室

・児童・生徒の運動習慣の状況に
ついて、ほとんどの学年の割合
が横ばいの状態であるが、新型
コロナウイルス感染症拡大以前
とも比較しながら、さらに分析し
ていく必要がある。
・中野スタンダードの目標値を含
む体力向上プログラムのあり方
について検討する必要がある。

　令和３（２０２１）年度と比べ、小
学校６年生が達成した項目数は
１１で横ばい、中学校3年生は１３
から１２に減少した。
【達成状況】
・小学校６年生　１１/16
・中学校3年生　1２/18

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

■子どもの体力を向上させる取組の推進　（計画冊子ページ：P73）

■遊びを中心とした身体活動による運動習慣の定着　（計画冊子ページ：P73）

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　区立スポーツ施設の空き時間
に、一般開放を実施し、子どもが
遊べる環境づくりに取り組んで
いきます。

スポーツ振興課

引き続き施設の空き時間を有効
活用し、子どもの居場所の確保
に取り組んでいく。予約が入っていない時間につい

て、区内スポーツ施設の屋外運
動広場を、区民に対し無料で開
放している。

実績把握頻度 毎年度

主な取組

施策の方向性 子どもたちの運動習慣の定着や体力向上、意欲の向上に取り組みます。

成果指標　「中野区体力にかかわる調査」において、目標（中野スタンダード）を７割以上の児童・生徒が達成した項目数

計画策定時 2022年度実績 2025年度目標

小学校６年生　１０／１６項目
中学校３年生　１１／１８項目

（2020 年度）

小学校６年生　１１／１６項目
中学校３年生　１２／１８項目

小学校６年生　１２／１６項目
中学校３年生　１５／１８項目

データ出典 中野区資料

計画名称 スポーツ・健康づくり推進計画

施策 子どもの運動習慣の定着・体力向上に向けた取組の推進

目指すべき状態 子どもの頃から運動やスポーツに親しむことで、運動習慣や基礎的な体力が身についています。
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　小学校では、縦割り班活動に
おいて、高学年の児童を中心
に、低学年も一緒に遊ぶことの
できる種目を考え、楽しく体を
動かすことのできる時間を設け
ている。
　中学校では、運動会の一部の
競技において、生徒が考えた種
目やルールを取り入れる学校が
増えている。

　運動が苦手な子どもでも進ん
で参加できるよう、特定の種目
に限定せず、児童・生徒の興味や
関心に応じて柔軟に活動できる
取組や部活動等を充実していき
ます。

指導室

・各学校の体力向上の取組は、
学校便りやホームページ等によ
り、保護者・地域にすすんで紹介
するよう呼びかけていく。

自己評価： ○

　小学校の体育の授業におい
て、保健体育科教員を志望する
学生に補助員として参加しても
らうなど、運動を身近なものと
する取組を進めます。

指導室

・運動を身近なものとする取組
について、体力向上検討委員会
で検討していく必要がある。
・学生などの補助員が児童・生徒
と関わることのできる方法を検
討していく必要がある。

　学校は、児童・生徒の実態に応
じて、朝や休み時間、放課後に外
遊びやスポーツ教室の機会を設
け、運動時間の確保に取り組ん
でいる。
　新型コロナウイルス感染症の
影響により、学生を補助員とし
て参加させることができなかっ
た。

自己評価： △

■学校運動部活動の活性化　（計画冊子ページ：P73）

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　区内の各種競技団体と協力
し、指導者の派遣等により運動
部活動の活性化や競技力向上を
図ります。 スポーツ振興課

地域スポーツクラブおよび民間
事業者との連携をさらに強め、
部活動の活性化等を図っていく
必要がある。

教育委員会や中学校長、部活動
を担当する教員と、部活動の地
域移行等についての意見交換を
行い、区内競技団体の情報共有
などを行った。
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自己評価： ○

スポーツ推進委員会主催の事業の
他、「中野区民ふれあい運動会」や教
育委員会主催の「中野区立学校フ
ラッグフットボール大会」などの事
業への協力も行った。

　スポーツ推進委員の資質向上
のため、指導者研修などへの派
遣を積極的に進めていきます。

スポーツ振興課

各スポーツ推進委員が研修等で
習得した知識や経験を、地域の
団体や個人とも共有し、区内全
体の資質等向上につなげていく
ことが必要となる。

　令和４年度に３名が初級障が
い者スポーツ指導員の資格を新
たに取得し、初級、中級含め１４
名のスポーツ推進委員が有資格
者となった。

施策の方向性
区内スポーツ団体や大学等が、お互いの情報を共有し、協力して課題の解決ができる環境を整備し、スポーツ
に関わる人材の育成や活動環境の改善に取り組み、区民の自発的なスポーツ・健康づくり活動の輪を広げて
いきます。

１５％
（２０２０年度）

10.8% 20%

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　多くの競技者が参加する区民
大会をはじめ、技術力や指導力
を高める教室や研修などが活発
に行われ、加盟団体の活動が拡
大・発展するよう支援を行いま
す。

スポーツ振興課

区の補助が高い成果に繋がるよ
う、連携や支援についての検討
を続けていく。区内の社会体育団体が区民を対

象として開催する体育大会につ
いて、一部経費の補助を行って
いる。

自己評価： ○

■中野区スポーツ推進委員との連携、支援　（計画冊子ページ：P75）

自己評価： ○

スポーツ振興課

今後も紙媒体だけでなく、イン
ターネット等も含めて効果的な
情報発信に取り組んでいく。生涯学習＆スポーツガイドブッ

ク、区HP、区内スポーツ施設指
定管理者HP等で情報発信に努
めた。

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　中野区スポーツ推進委員が地
域のスポーツに関する身近な相
談相手として地域に貢献できる
よう、区内スポーツ施設や競技
団体、地域団体等との連携を支
援していきます。

スポーツ振興課

スポーツ推進委員が支援を行っ
た団体等が、主体的、継続的に
活動を行えるよう、教室運営の
ノウハウ等も伝えていく必要が
ある。

　競技者のネットワークを活かし
た活動や事業等を通じて、区内
スポーツ団体の中心的な存在と
して、効果的な情報発信がなさ
れるよう、連携、支援していきま
す。

実績把握頻度 毎年度

主な取組

■一般社団法人中野区体育協会との連携、支援　（計画冊子ページ：P75）

自己評価： ○

成果指標　スポーツを支える活動に関わった区民の割合

計画策定時 2022年度実績 2025年度目標

データ出典 中野区区民意識･実態調査

計画名称 スポーツ・健康づくり推進計画

施策 区内スポーツ団体等との連携、支援

目指すべき状態
積極的に運動・スポーツに取り組んでいる区民が主体となって、他の区民を巻き込みながら、地域のスポーツ
活動が大きな広がりを見せています。
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取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　スポーツ指導、クラブ運営、事
業ボランティアなど、スポーツを
支える人材を育成するととも
に、地域や団体とのマッチング
を図り、活動の輪を広げていき
ます。

スポーツ振興課

東京２０２０大会をきっかけにボ
ランティア等を経験した区民が、
今後も活動を続けていけるよう
な環境づくりに取り組んでいく。

　オリンピック・パラリンピック推
進事業の企画・運営を担った、中
野区オリンピック・パラリンピッ
ク推進実行委員が、令和４年度
から新たに中野区スポーツ推進
委員として活動を開始した。

令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　区内のスポーツ関係者や団体
等が相互に連携し、その専門性
を活かせる基盤を整備します。

スポーツ振興課

健康福祉審議会を始め、関係団
体等からの意見などを通じ、今
後の全体的なスポーツ施策につ
いて検討を進めていく。

　健康福祉審議会において、よ
り深い議論を行えるよう、第10
期からスポーツ・健康づくり部会
を設立するための準備を行っ
た。

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

■地域スポーツクラブとの連携、支援　（計画冊子ページ：P75）

■スポーツを支える人材の育成　（計画冊子ページ：P75）

自己評価： ○

■区内大学等との連携　（計画冊子ページ：P75）

自己評価： ○

■スポーツを核とした関係者や団体間の連携　（計画冊子ページ：P75）

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　区内大学や高校等によるス
ポーツや健康づくりに関する講
習会、イベント等を通して、専門
的なスキルを区民の健康の維
持・増進に役立てます。

スポーツ振興課

学生と地域の高齢者等との交流
など、これまで活動の領域が異
なっていた主体相互の交流を促
進していき、より多くの区民の
健康増進、スキル向上を目指し
ていく必要がある。

東洋大学との連携事業として、
区内小学生に対しての技術指導
等を目的とした「少年・少女野球
教室」を哲学堂運動施設のイベ
ント事業として行った。

取組内容 所管

自己評価： ○　地域スポーツクラブとの情報
の交換や共有の場を設け、区の
スポーツ施策との連携を深めて
いきます。また、活動場所の確保
や、広報活動への協力を行いま
す。 スポーツ振興課

理事会や運営委員会のほか、公
認クラブの協力や理解を得て、
区が目指す、より自主的なクラ
ブ運営を実現できるような支援
の方法を検討していく。

　理事会や運営委員会におい
て、活動報告等の定例的な内容
以外に、区基本計画における今
後の地域スポーツクラブ運営や
部活動の地域移行等のテーマに
ついて、情報共有や意見交換を
行った。
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・パネル展示による健康づくりに
関する普及啓発ができた。
・休止している中野区民の健康
づくりを推進する会について、
あり方を検討している。

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

■健康づくり支援　（計画冊子ページ：P77）

自己評価： ○　地域における区民への健康思
想の普及啓発と健康づくりや人
材育成を目的として、医療系専
門職による相談、講座、食育活
動の支援や講師派遣など地域に
おける健康づくりやグループ活
動を支援します。

■地域健康活動支援　（計画冊子ページ：P77）

区民、家族及び支援関係者にメ
ンタルヘルスに関する相談支援
体制の情報提供を行う。また、
必要な支援に結びつくよう、支
援関係者の連携を進める。

心の悩みのある区民、家族及び
支援関係者を対象に専門医師、
医療系専門職による精神保健相
談を実施している。

　受診までには至らない、あるい
は受診したいができないなど、
心の悩みのある区民、家族及び
関係者を対象に専門医師による
相談を実施します。また、認知症
やアルコール・薬物等の依存症
の相談も実施します。

すこやか福祉センター

自己評価： ○

すこやか福祉センター

区民が健康づくりに関心を持
ち、自主的な活動に取り組むな
ど、地域での健康増進を進めら
れるように、情報発信等の方法
を検討していく。

取組内容 所管 今後の課題
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

地域健康学習支援、口腔健康学
習支援、地域栄養活動支援、依
頼出前講座などの事業を実施し
区民の健康づくりを支援した。

データ出典 健康福祉に関する意識調査

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

計画名称 スポーツ・健康づくり推進計画

施策 健康的な生活習慣の定着支援

目指すべき状態
区民一人ひとりのライフステージやニーズに応じた健康づくりに取り組むことで、栄養・運動・休養の調和がと
れた健康的な生活習慣が定着しています。

　世界禁煙デー、世界糖尿病
デー等の取組等について、パネ
ル展示などを行い、健康づくり
に関する普及啓発を推進しま
す。また、中野区民の健康づくり
を推進する会等と連携して、フ
レイル予防や健康づくりに関す
る事業などを実施します。

保健企画課

・健康づくりに関する事業実施
について、他自治体や事業者か
ら聞き取りを行い、取組内容を
検討する。
・中野区民の健康づくりを推進
する会のあり方について、方向
性を決める。

施策の方向性
健康的な生活習慣の定着に向けて、意識啓発や環境づくりを進めます。また、区民一人ひとりが抱える健康課
題について理解促進を図るとともに、心の悩みのある区民に対する相談支援と、メンタルヘルスへの正しい知
識を広げる心の健康づくりを推進します。

８５．７%
（２０２０年度）

81.9% 90%

成果指標　自身の健康状態が「よい」と思う区民の割合

2025年度目標計画策定時 2022年度実績

実績把握頻度 計画策定前年度（３年ごと）

主な取組

■精神保健相談　（計画冊子ページ：P77）

- 10 -



新型コロナウイルス感染症の類
型移行後も、感染予防と熱中症
予防行動の両者に配慮出来るよ
うな効果的な情報発信について
検討していく。

　熱中症を予防するために、暑
さを避け、エアコンを適宜使用
することや、こまめな水分補給
を行うことなど、対応策の普及
啓発に努めます。 保健予防課

ホームページや区報等で啓発を
行うとともに、ハイリスク者等を
支援する関係部署や防犯パト
ロールと連携するなど新たな情
報発信を行った。

自己評価： ○

今後の課題

■熱中症対策の普及啓発　（計画冊子ページ：P77）

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価
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　禁煙外来治療費助成に対して
56名の登録申請があり、4名に
交付した（令和５（２０２３）年３月
末日現在)。禁煙治療薬の出荷
保留により、例年より実績が少
なくなっている。

実績把握頻度 計画策定前年度（３年ごと）

主な取組

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

■生活習慣病予防対策事業　（計画冊子ページ：P79）

７１．８%
（２０２０年度）

74.5% 75%

データ出典 健康福祉に関する意識調査

自己評価： ○　糖尿病の予防のために、特定
健診などの結果、糖尿病予備軍
と判定された区民に対して、日
常的な運動習慣の定着や食生活
を含めた生活習慣を改善できる
ように支援します。

保健企画課

・生活習慣病予防対策事業の参
加者がより増えるよう、事業の
普及啓発を図っていく。
・自主的な改善行動に結びつか
ない糖尿病予備軍に対するアプ
ローチを検討する。

　スポーツクラブに委託して実
施している生活習慣病予防対策
事業に32名の参加があり、事業
実施の効果があった。

成果指標　健康診断を毎年受けている人の割合

計画策定時 2022年度実績 2025年度目標

施策の方向性

特定健康診査や診療報酬明細書などのデータの収集・分析に基づき、ターゲットを絞った保健事業の実施など
効果的な事業を展開し、あわせて受診勧奨などを推進しながら、がん等検診の受診率向上に取り組みます。ま
た、パーソナルヘルスレコードの活用やナッジ理論を活用した健康に関心の低い区民へのアプローチにより、
生涯を通じた健康づくりの支援を進めます。

計画名称 スポーツ・健康づくり推進計画

施策 データ分析や健診等による健康づくりの支援

目指すべき状態
各種データの収集・分析等に基づく健康づくりを推進することによって、疾病の早期発見・早期治療を行い、区
民の健康寿命が延伸しています。

■受動喫煙防止対策事業・禁煙外来治療費助成事業　（計画冊子ページ：P79）

自己評価： ○

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　区民や飲食店等に対して、受
動喫煙防止に関する制度や受動
喫煙が健康に及ぼす悪影響につ
いて普及啓発等を行います。

保健企画課

　引き続き禁煙及び受動喫煙の
被害に関する普及啓発を行い、
適宜飲食店等に対して指導訪問
を行っていく。

・世界禁煙デー(5/31) 及び禁
煙週間（5/31～6/6）にパネル
展示を行い、禁煙に関する普及
啓発を行った。
・29件の飲食店等に指導訪問を
行った。

　禁煙に取り組む区民を支援し、
受動喫煙による健康被害を防止
するために、禁煙外来治療費の
一部を助成します。

保健企画課

　禁煙治療薬の出荷状況を注視
し、出荷再開の際には禁煙外来
治療費助成制度の周知をあらた
めて行う。
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６月から２月末までがん等検診
を実施した。新型コロナウイルス
感染症の影響で受診者数が減っ
ていたが、広報等を行い、回復
傾向にある。

・ナッジ理論を活用した子宮頸
がん・乳がん検診の受診勧奨を
行い、受診に繋げることが出来
た。
・パーソナルヘルスレコード対応
を行い、個人のマイナポータル
で検診データを把握出来るよう
になった。

　がんによる死亡率の減少を目
指して、ナッジ理論を活用した受
診勧奨を行います。さらに、パー
ソナルヘルスレコードの活用を
推進することにより、区民が、が
ん検診などのデータを一元的に
把握しやすくすることで、一人ひ
とりの健康増進や生活改善につ
なげていきます。

保健企画課

新型コロナウイルス感染症の影
響による受診者の減少を回復す
るため、受診につながる勧奨方
法について検討する必要があ
る。

自己評価： ○

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

■客観的データに基づく運動機能向上の推進　（計画冊子ページ：P79）

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

■データヘルス事業　（計画冊子ページ：P79）

自己評価： ○　区立スポーツ施設等の利用者
や事業参加者の身体能力や健康
状態のデータを活用し、区内大
学や医療関係者等と連携し、運
動やスポーツの効果を科学的に
分析し、運動機能を高める取組
を推進していきます。

スポーツ振興課

体力測定の結果を個人に活用し
てもらうと共に、区としての活
用方法などを検討していく必要
がある。

スポーツ・コミュニティプラザに
て、子どもから大人までを対象
とした体力測定会を実施した。

自己評価： ○

■がん等検診の実施及び受診勧奨事業の実施　（計画冊子ページ：P79）

自己評価： ○

　区民の生活の質の向上、健康
寿命の延伸及び医療費の適正化
のために、医療や健康に関する
データを活用して、疾病の早期
発見・早期治療、重症化を予防
する取組を推進します。

保健企画課

より受診行動につながる勧奨の
方法や効果的な保健指導につい
て引き続き検討を行う。特定健診結果、レセプトデータか

ら対象者を抽出し、医療機関へ
の受診勧奨や重症化予防を目的
とした保健指導を実施した。

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　がん等の疾病を早期発見し、
早期治療につなげるとともに、
健康管理に関する正しい知識を
普及するためにがん等検診を実
施します。

保健企画課

新型コロナウイルス感染症の影
響による受診者の減少を回復す
るため、受診につながる勧奨方
法について検討する必要があ
る。
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計画進捗管理シート

7

　保育施設･幼稚園等の給食、行
事食や食に関わる体験を通じ、
食に対する興味や関心を高める
取組を進めます。さらに小･中学
校では、給食で食に関する指導
を行うとともに、教科や学校行
事等の中に食育を位置づけて推
進します。

計画名称 スポーツ・健康づくり推進計画

施策 食育の推進

目指すべき状態
食に対する意識や理解を深めるとともに、健全な食生活を身につけることで、区民の健康が維持・増進されて
います。

施策の方向性
子どもから高齢者まで、ライフステージに合わせて、栄養バランスのとれた食事の大切さや健康的な食習慣、
歯と口腔のケア等の普及啓発を進めていきます。

成果指標　食べ物や食生活に関して栄養バランスや規則正しい食生活を心がけている人の割合

計画策定時 2022年度実績 2025年度目標

データ出典 健康福祉に関する意識調査

実績把握頻度 計画策定前年度（３年ごと）

５８．８%
（２０２０年度）

55.1% 63%

主な取組

■各ライフステージに合わせた食育の推進と食生活支援　（計画冊子ページ：P81）

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

・妊娠初期からの講習会参加を
勧奨していく。なお、令和5
（2023）年度は講習会を20分
拡大し、内容の充実を図る。

　妊娠期からの口腔ケアや健全
な食生活の確立を目指す講習会
を実施するとともに、栄養相談
体制を充実し、安心で健康的な
出産に向けた支援を行います。

すこやか福祉センター

自己評価： ○

保育園・幼稚園課
指導室

　月齢に応じた食習慣を支援す
るため、離乳食・歯みがきスター
ト講座、離乳食講習会、食育講習
会をすこやか福祉センターや児
童館等で実施している。

　離乳食・歯みがきスタート講
座、離乳食講習会、食育講習会
を継続して実施し、区民の需要
に応じて完了期コースも新たに
実施していく。

　乳幼児健康診査時の月齢に応
じた食習慣支援、離乳食や食育
等の講習会の実施など、家庭に
おける食育を推進します。

すこやか福祉センター

自己評価： ○

・妊娠期における口腔ケアや健
全な食生活についての普及啓発
を図るため、妊婦歯科栄養講習
会を実施するとともに食事調査
を行い、結果を返却している。
・妊婦向け食事についての区
ホームページは、年間約5000
件の閲覧があった。

【保育園・幼稚園課】
　新型コロナウイルスの影響で、
会話をしながら楽しく食事をす
ることが少なくなっている。今
後は以前のように給食を楽しみ
にできる取り組みを計画してい
く。
【指導室】
　新型コロナウイルス感染症拡
大の状況下では、食に関する体
験は映像や紙資料が多かった。
今後は、野菜の皮むきや畑の見
学、スポーツと栄養に関するゲ
ストティーチャーの招聘など、実
体験を伴った食育を計画的に実
施していくことが必要である。

【保育園・幼稚園課】
　子どもが体験できるクッキン
グ保育や給食の当番活動など、
新型コロナウイルス感染症予防
のために中止していた活動を、
感染対策を施しながら可能な限
り実施した。
【指導室】
　季節や各月の給食目標に合わ
せた食育動画を作成し、給食時
間に児童・生徒が視聴しながら
食事をするなど、黙食の中でも
子どもたちがおいしく楽しく食
べられる工夫を各校で実施し
た。

自己評価： ○
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取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

○ 【保健企画課】
　引き続きホームページ等での
食育や健康づくりに関する普及
啓発を行っていくとともに、健
康づくり事業や講習会等の実施
について検討を行っていく。
【保健予防課】
　引き続き特定給食施設等の相
談支援・講習会、栄養関係者会
議等の機会を捉え、栄養成分表
示の普及啓発のための情報提供
を行っていくとともに、すこやか
福祉センター・保健企画課の栄
養・食育事業における栄養成分
表示の普及啓発が充実するよう
後方支援に努める。
【すこやか福祉センター】
引き続き効果的な実施方法を検
討していく。

【保健企画課】
・区のホームページやパネル展
示により、食育や健康づくりに
ついての普及啓発を行った。
・区ホームページの食育ポータル
サイトをリニューアルし、ライフス
テージごとの項目分けにして、
見やすくした。
【保健予防課】
　特定給食施設等の講習会にお
いて栄養成分表示の活用につい
てテーマを設け、理解促進のた
め情報提供を行った。また、区民
への栄養成分表示活用の普及啓
発として、すこやか福祉セン
ター・保健企画課において栄養・
食育事業にその内容を盛り込む
ことができるよう、情報提供を
行った。
【すこやか福祉センター】
　講習会、健康づくり事業等で栄
養バランスのとれた食事の大切
さや健康的な食習慣等につい
て、普及啓発を図っている。

　若い世代や働き盛り世代に向
けて、個人の生活環境に合わせ
た栄養情報の提供や、食生活改
善のための取組提案等、生活習
慣病予防のための望ましい食生
活実現に向けた支援を行いま
す。

　各世代の食育推進の支援とし
て、各ライフステージに向けた食
育リーフレットを作成します。

保健企画課

　令和５（２０２３）年度にリーフ
レットの発行・配布、リーフレット
を活用した健康的な食習慣等の
普及に向けて区民向けの講座を
実施する予定である。

自己評価： ○

　高齢者が食を通じた健康づく
りに取り組めるよう講習会を実
施するほか、地域で食事をする
機会や交流を通じて健康的な食
生活が維持できるよう支援しま
す。また、食べる機能を維持する
ための口腔ケアや体操の普及
等、低栄養予防の支援も行いま
す。

すこやか福祉センター

自己評価： ○ 　高齢者の低栄養を予防する食
事、食べる機能を維持するため
の口腔ケアや体操の普及に努め
るとともに、講習会等を実施し
ていく。

"・高齢者向けの講習会等や個別
の相談支援を行っている。
・口腔ケアについては、リーフ
レット等配布対応した。"

保健企画課
すこやか福祉センター

自己評価： 【保健企画課】
　若い世代や働き盛り世代に向
けた食生活改善の支援につい
て、関係所管課と連携し、他自治
体の取組等について研究し、今
後の事業内容を検討する。

【保健企画課】
　食育月間（６月）や食生活改善
普及月間（９月）の際にパネル展
等を実施し、食生活改善の普及
啓発を行った。

○

■健康づくり事業等における食育の普及啓発　（計画冊子ページ：P81）

・帝京平成大学との包括連携事
業により、区と大学が連携しな
がら、食におけるライフステージ
毎の課題や摂取のポイント等を
まとめたリーフレットの作成を
行った。

　区ホームページ、食育月間や健
康づくり事業、講習会等の機会
を捉えて、栄養バランスのとれ
た食事の大切さや健康的な食習
慣、栄養成分表示の活用につい
て等、食に関する情報発信をす
るとともに、健康づくりシンボル
マーク・標語や、親しみやすい食
育マスコットキャラクター「うさ
ごはん」を活用し、あらゆる世代
の区民に対して普及啓発を図っ
ていきます。

保健企画課
保健予防課

すこやか福祉センター

自己評価：
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取組内容 所管

○

■食育推進団体や区内栄養士等との連携と人材育成　（計画冊子ページ：P82）

○

令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

　特定給食施設等の利用者とそ
の家族や地域への健康増進を図
るために、給食施設従事者に対
して栄養管理等に関する相談支
援や講習会等による情報提供を
行うほか、「新しい生活様式」を
視野に入れ、災害時の食生活に
ついて、区内給食施設、行政、地
域で活動する管理栄養士・栄養
士との協力・連携体制を構築し
ます。

保健予防課

■食品関連事業者における食育の推進　（計画冊子ページ：P82）

自己評価：

今後の課題

今後の課題

自己評価：

令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　区内飲食店等と連携し、消費
者に向けた健康に配慮した食事
内容の啓発や選択の推奨など、
暮らしの中で自然と健康的な食
生活を送りやすい環境づくりを
推進します。 保健企画課

　健康的な食事提供に関する検
討をした結果、実現可能な方法
を検討する必要があるため、引
き続き他自治体の取組や食生活
関連の事業を行っている事業者
への聞き取りを行い、「自然と健
康的な食生活を送りやすい環境
づくり」の実施方法を検討する。

　特定給食施設等に対して、栄
養管理に関する相談支援や、コ
ロナ禍の食行動、国の施策から
給食に求められる役割等をテー
マにオンライン講習会を実施し
た。また、協力・連携体制構築を
目指し地域や行政の管理栄養
士・栄養士連絡会議をそれぞれ
開催した。

栄養施策の動向や特定給食施設
等における課題を見極めつつ、
引き続き相談支援・講習会、栄
養関係者会議等を行っていく。

　地域の食育推進団体や栄養士
等と連携して、事業等での食育
の普及啓発や相談・助言を行い
ます。また、これらの団体等によ
る食育の推進を支援します。 保健企画課

・今後も地域を巻き込んだ食育
活動に対し、補助金交付等を通
して支援していく。
・食育推進団体の新規開拓につ
いて、他自治体の取組を参考に
検討を進めていく。

　食育推進団体に対して、事業
を実施する際の後援や補助金交
付等を行い、食育推進を支援し
た。支援を受けた食育推進団体
により、味噌づくり等の食育活
動が行われた。

　先行自治体や健康づくりの取
組を行っている事業者から聞き
取りを行い、中野区において実
施する場合の事業方法等の検討
を行った。

自己評価：

■環境を意識した食育の推進　（計画冊子ページ：P82）

取組内容

自己評価：

ごみゼロ推進課

・庁内各部署や関係団体等と連
携した各取組の推進
・動画作成や、広報の電子化・
SNSの活用等、効果的な広報の
促進

・区内大学と連携し、大学考案レ
シピの区情報誌へ掲載したほ
か、レシピを活用した親子料理
教室を実施した。
・区内飲食事業者考案のレシピ
を区内大学が調理し、区情報誌
へ掲載した。
・食品ロスの現状や削減のポイ
ントをまとめた電子資料を作成
し、区内小学校や町会事業での
出前講座等で活用した。
・区内食品事業者への調査結果
等を踏まえ、令和５(2023）年３
月に「中野区食品ロス削減推進
計画」を策定した。

所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

○　「もったいない」食品ロスを削
減するための情報をわかりやす
く提供し、区内事業者や大学等
と連携した取組を進めて、食品
ロス削減意識の浸透と行動変容
の促進・定着を図ります。また、
仮称中野区食品ロス削減推進計
画を策定し、総合的に取組を進
めます。

○

取組内容 所管
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　むし歯や歯周病の予防方法な
ど、歯や口に関する相談に応じ
るとともに、自主学習グループ
などに、講師を派遣して、歯や口
に関する講習会を開催するな
ど、口腔の健康に関する地域の
活動を支援します。

すこやか福祉センター

引き続き新型コロナウイルス感
染症等の感染予防に配慮しなが
ら、効果的な実施方法を検討し
ていく。

事業の目的・対象者や地域の実
情に合わせて、定員や時程等を
工夫し、新型コロナウイルス感染
症の感染予防に配慮し実施し
た。

自己評価： ○

自己評価： ○　各ライフステージに応じた口腔
機能を維持するとともに、自ら
が歯科疾患予防に取り組むよ
う、様々な機会を通じて歯科口
腔保健の知識を普及します。

すこやか福祉センター

感染状況を考慮しながら、通い
の場や事業を通して各ライフス
テージに応じた歯科疾患予防法
や知識の普及啓発を行い、区民
の歯科健康の推進・増進に努め
る。

■歯と口腔の健康事業　（計画冊子ページ：P82）

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

新型コロナウイルス感染症の影
響により通いの場や事業開催が
厳しい状況であったが、感染状
況を考慮しながら、講話中心に
媒体等を活用し、各ライフステー
ジに応じた内容で知識の普及啓
発を行った。

自己評価： ○

自己評価： ○

　毎年度、中野区食品衛生監視
指導計画を策定し、食の安全確
保に関する事業を実施します。

生活衛生課

　講習会や普及啓発活動に関し
ては、引き続きWEB等を活用し
た方法も、必要に応じて検討す
る。

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

　「中野区食品衛生監視指導計
画」に基づき事業を実施してき
た。講習会や普及啓発活動につ
いても、新型コロナウイルス感染
症の感染防止対策を講じたうえ
で実施した。

今後の課題

■なかの里・まち連携による農業体験等の実施　（計画冊子ページ：P82）

自己評価： ○

　消費者、事業者、行政の三者が
情報･意見交換を行うリスクコ
ミュニケーションを推進し、食の
安全・安心確保に関するさらな
る普及啓発に努めます。

生活衛生課

　意見交換の機会については、
新型コロナウイルスの感染状況
を踏まえて、開催方式を検討し
ていく。

　新型コロナウイルス感染症の
影響で、意見交換の機会は設け
なかったものの、実施すること
ができた。

取組内容 所管
令和４（２０２２）年度の
取組状況と自己評価

今後の課題

　食に対する感謝を深めていく
上で、食を生み出す生産過程を
理解することが重要なため、な
かの里・まち連携事業の中で、現
地に宿泊して農業体験や収穫体
験を行うなどの交流事業を実施
します。

産業振興課

今後の感染状況を考慮しなが
ら、区民が求める農業、収穫体
験等の実施に努めていく。　新型コロナウイルス感染症の

感染状況を考慮しつつ、交流事
業の一環としてツアーを行い、
農泊等の農業体験や果物等の収
穫体験を実施した。また、連携自
治体主催の物産展を区内で実施
し、野菜等農産物を販売した。

■食の安全性の確保　（計画冊子ページ：P82）
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